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－特集－

な
取
り
組
み
内
容
を
定
め
ま
す
。

　
　
総
合
計
画
審
議
会

　
計
画
の
策
定
に
当
た
り
総
合
計

画
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
条

例
に
基
づ
き
、
市
議
会
議
員
や
知

識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職

員
及
び
団
体
の
役
員
、
市
民
の
代

表
者
で
構
成
し
ま
す
。
市
長
の
諮

問
に
応
じ
、
専
門
的
・
総
括
的
な

視
点
で
議
論
し
計
画
の
中
身
を
広

げ
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
み
ん
な
で
つ
く
る

　
総
合
計
画
は
私
た
ち
が
住
む
ま

ち
の
未
来
に
向
け
た
大
切
な
計
画

で
す
。「
み
ん
な
で
計
画
を
つ
く

る
」
こ
と
が
よ
り
良
い
計
画
の
た

め
に
必
要
で
す
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
や
考

え
を
集
め
共
有
し
、
計
画
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
が

メ
ン
バ
ー
の
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾

と
、
地
域
振
興
懇
談
会
で
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
、
各
地
域
の
振
興

方
針
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
を
深
め
な
が
ら
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線541

　
皆
さ
ん
は
「
総
合
計
画
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
こ
れ
は
鶴
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
市

が
行
う
全
て
の
施
策
・
事
業
の
基

本
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
は
市
町
村
合
併
か
ら
三
年

後
の
平
成
二
十
年
度
に
「
鶴
岡
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
、
策
定
か
ら
九
年
が
経
過
し
、

市
を
取
り
巻
く
状
況
も
当
時
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
事
業
の
点
検
・
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
目
指

す
べ
き
鶴
岡
の
将
来
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
な
ど
を
示
す
新

し
い
総
合
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
第
二
次
鶴
岡
市
総
合
計
画

　
第
二
次
鶴
岡
市
総
合
計
画
は

三
十
一
年
度
か
ら
四
十
年
度
ま
で

の
十
年
間
の
計
画
で
す
。
三
十
一

年
三
月
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
基
本
構
想
…
市
政
の
基
本
的
な

理
念
。
目
指
す
都
市
像
と
将
来
の

基
本
目
標
を
定
め
ま
す
。

▼
基
本
計
画
…
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
の
基
本
的
方
向

と
体
系
を
定
め
ま
す
。

▼
実
施
計
画
…
基
本
構
想
と
基
本

計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的

思
いを

カタ
チに！

みんなの
総合計画づくり

【計画の構成】

市政の基本理念

施策の基本的方向

具体的な取り組み

基本構想

基本計画

実施計画 ３か年計画を１年ごと見直し

必要に応じ５年間をめどに見直し

平成31年度から40年度までの10年間
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総合計画

Qそもそも総合計画って何？

　本市の10年後を見据え、どんなまちにして
いきたいのか、その実現のためにどんなことを
していくのかをまとめた計画です。　

Aまちづくりの基本となる大切
な計画です

　本市の抱える課題に的確に対応するためには、
社会経済情勢の変化など、将来を見通した長期
にわたるまちづくりの指針が必要です。

Aまちづくりを総合的・計画的
に進めるためです

Qどうしてつくるの ?

　総合計画審議会が中心となって、総合計画（案）
を検討します。また、地域振興懇談会、鶴岡まち

づくり塾、パブリックコメントなど、様々な方と
の話し合いを通して意見を聞き計画づくりに生か
していきます。
　また、市民ワークショップ「つるおか未来カ
フェ」で「こんなまちになったらいいな」「鶴岡
のここが好き」など、10年後の鶴岡の姿を話し
合うことで、多くの人の思いも反映させていきま
す。　　　　　　　　　　　　⇒詳細は４ページ

A様々な意見を聞き議論しながら
つくります

Qどのようにつくるの ?

Ｑ Ａ＆

　10年後の鶴岡市をどのようなまちにしたいか。
総合計画はその方針を定めるとても大切なものです。
そのため、計画をつくる過程を広く市民の皆さんに
知っていただき、また多くの方から計画づくりに参
加していただくことが必要だと思っています。
　実際に、まちづくりへの思いを語り合う場として、
市民ワークショップ「つるおか未来カフェ」が開催
されています。「鶴岡の10年後」という視点で、様々
な世代・立場の方が参加していることは大きな意義

があるのではないでしょうか。
　皆さんが思い描く希望や理想を共有することは、
総合計画策定のためだけではなく、鶴岡をより良い
まちにしていくためにとても大事なことだと思いま
す。まちづくりに携わることができる、またとない
機会ですので、多くの方に参加していただき、自分
のこととして考えてもらえればうれしいですね。
　総合計画づくりに、皆さんの鶴岡への思いや夢が
反映されるよう、努めていきたいと思います。

まちづくりに携わることができるチャンスです

総合計画審議会会長
伊藤 眞知子 氏（東北公益文科大学教授・大学院公益学研究科長）

第２次鶴岡市総合計画に関する資
料等は市ホームページ「総合計画」
をご覧ください。
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　１月27日、２月17日に開催した、鶴岡の10年後について語り合
う市民ワークショップで出た参加者の声を紹介します。あなたは鶴
岡をどんなまちにしたいですか。

様々な声や視点を計画に取り入れます策定の仕組み

地域振興懇談会 鶴岡まちづくり塾
市民ワークショップ

 総合計画 

総合計画審議会、鶴岡市議会、地域振興懇談会
鶴岡まちづくり塾、市民ワークショップ、パブリックコメント

System

総合計画審議会
　計画の策定に向け答
申内容を審議します。
産業、社会基盤等の分
野別に専門委員会を設
置し、専門的な意見を
述べます。

　幅広い年代・立場の方の
意見や考え方を集約し、計
画に反映させます。

もっと伸ばしてＰＲ
自慢・良い所

■ 先人が大切にしてきた伝統
50代・女性

■ 多様な食文化　   10代・女性
■ 海・山・川などの豊かな自然

40代・男性
■  新しいことにチャレンジする
人を応援する気風

50代・男性
■ おいしく、質の高い農産物

10代・女性
■ 地元愛・鶴岡愛   20代・女性
■ 鶴岡の方言　　   10代・男性

もっと高みを目指す
夢・将来像

■  食文化を生かした世界一のま
ち　　　　　　   40代・男性

■  多世代が交流できるまち
20代・男性

■  「鶴岡っていいな」と思える
まち　　　　　   10代・女性

■  住みやすい地方都市№１
40代・男性

■  若者が挑戦・活躍できるまち
40代・男性

■  市民が誇りを持てるまち
40代・女性

参加者の感想

■  高校生の発想がとてもいい。
気付かされることが多い

40代・女性
■  古いものから新しいものまで、
鶴岡のすべてをPRして大事
にしていきたい   10代・女性

■  やる気満々の皆さんの参加に
嬉しい気持ちになった

70代・男性
■  様々な年代・地域の方とアイ
デアを共有することで、考え
もしなかった鶴岡の価値に気
付いた　　　　  10代・男性

■  鶴岡が好きな人、良くしたい
と思っている人が大勢いるこ
とに気付いた　   20代・男性

■  まちづくりへの課題は多いが、
伸びしろもまだまだある

20代・男性

つるおか未来カフェ

市民の声

パブリックコメント鶴岡市議会
　広く意見・情報・改善
案などを募ります。計画内容を審議します。

　もっとこうだったらいいのにな…
　　　課題・困りごと

■ 除雪問題　　　   30代・女性
■ 若者の地元定着   60代・男性
■ 情報発信　　　   30代・男性

■ 高齢者の交通の便の向上
　　　　　　　　   30代・男性
■ 子育て、介護と仕事の両立
　　　　　　　　   30代・女性
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■期　日◆ ４月～12月に２回程度開
催の予定

■対　象◆ 鶴岡のまちづくりに興味が
ある中学生以上の方

■問合せ　本所政策企画課☎内線541

明日の鶴岡を
語ってみませんか？

総合計画審議会の答申

総合計画策定
新しい総合計画に基づいた

市政がスタート！

　パブリックコメント等を踏
まえ総合計画（案）を作成

パブリックコメント
　審議会から答申された総合計画
（案）を市ホームページに掲載し
広く意見等を募集。

総合計画審議会

平成31年３月の策定を目指し取り組んでいきます策定までの流れ

このように検討していきます

〈〈〈〈〈

　様々な機会で市民の意見を集約し、総合計画審議
会で検討します。

　12月をめどに検討を重ね、その内容も踏まえな
がら審議会が答申する総合計画（案）をつくってい
きます。

　今年度もつるおか未来カフェを開催
予定です。ぜひあなたの鶴岡への思い
を聞かせてください。詳細は広報等で
お知らせします。

H30.12月

H31.4 月

意見の集約

これまでの経過を含めた、策定までのスケジュールを紹介します。

これまでの経過（～平成29年度）

総合計画審議会

Schedule

H29.８月

各分野別専門委員会（企画・市民文教・厚生・産業・社会基盤）H30.２月

総合計画審議会へ諮問

鶴岡市議会

　多様な視点　

鶴岡まちづくり塾
地域振興懇談会

つるおか未来カフェ

　新総合計画の策定に向け、市長が総合計画審議会
に計画案の審議・検討を託しました。

２月の総合計画審議会の様子

～

　総合計画の基本構想（案）
を市議会で審議し、議決を経
て総合計画を策定（予定）

H30.４月 現在


